
防災対策…………………………………Ｐ２

子育て交流支援センターオープン……Ｐ３

敬老行事のお知らせ……………………Ｐ８

dtp
広報かつうら　9月号　2003　第399号　平成15年9月1日発行お父さんと子どものふれあい料理教室



2

用

語

解

説

▲

台
風
10
号
で
折
れ
た
イ
チ
ョ
ウ
の
木
（
生
名
）

風
水
害
に
備
え
て

大
風
や
大
雨
が
近
づ
い
て
き
た

ら
、
早
め
の
安
全
対
策
が
必
要
で

す
。（
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
）

ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
な
ど
の

気
象
情
報
を
よ
く
聞
く
。

外
出
先
か
ら
早
く
帰
宅
し

家
族
全
員
と
連
絡
を
取
り

合
う
。

停
電
に
備
え
て
、
懐
中
電

灯
、
ラ
ジ
オ
を
用
意
す
る
。

風
で
倒
れ
た
り
飛
ば
さ
れ

そ
う
な
も
の
を
固
定
す
る
。

飲
料
水
・
食
料
を
、
三
日

分
ほ
ど
確
保
す
る
。

非
常
持
ち
出
し
品
を
準
備

す
る
。

具
体
的
な
作
業
は

雨
戸
や
窓
の
補
強
、
ガ
ラ

ス
の
ガ
ー
ド

ベ
ラ
ン
ダ
や
家
の
ま
わ
り

物
干
し
・
犬
小
屋
・
鳥
小

屋
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
小

物
の
固
定
確
認
・
収
納

農
薬
な
ど
「
危
険
物
」
の
流
出
・

漏
出
防
止

ラ
ジ
オ
・
懐
中
電
灯
の
予
備
電

池
の
用
意

が
け
、
傾
斜
地
、
造
成
地
な
ど

で
は
、
外
の
気
配
に
注
意

◆
台
風
…
…
風
速
十
七･

二
ｍ
以

上
の
強
い
雨
を
と
も
な
っ
た
熱

帯
低
気
圧
で
す
。

〇
強
さ

強
い
台
風

最
大
風
速
三
十
三
ｍ
～
四
十
四

ｍ
未
満

非
常
に
強
い
台
風

最
大
風
速
四
十
四
ｍ
～
五
十
四

ｍ
未
満

猛
烈
な
台
風

最
大
風
速
五
十
四
ｍ
以
上

〇
大
き
さ

「
大
型
」
ま
た
は
「
大
き
い
」

風
速
十
五
ｍ
以
上
の
半
径
が
五

〇
〇
㎞
～
八
〇
〇
㎞
未
満
の
台

風「
超
大
型
」

ま
た
は
「
非
常
に
大
き
い
」

風
速
十
五
ｍ
以
上
の
半
径
が
八

〇
〇
㎞
以
上
の
台
風

◆
一
時
間
あ
た
り
雨
量
の
目
安

十
五
㎜

や
や
強
い
雨

（
雨
が
降
っ
て
い
る
と
わ
か
る

程
度
の
音
の
す
る
降
り
方
。）

十
五
㎜
～
二
〇
㎜

強
い
雨

（
雨
音
で
話
し
声
が
通
じ
に
く

い
。
水
た
ま
り
が
で
き
る
。）

二
〇
㎜
～
三
〇
㎜

激
し
い
雨

（
バ
ケ
ツ
を
ひ
っ
く
り
返
し
た

よ
う
な
、
ど
し
ゃ
降
り
の
雨
）

三
〇
㎜
～
五
〇
㎜

非
常
に
激
し
い
雨

（
滝
の
よ
う
な
、
猛
烈
な
雨
）

九
月
一
日
午
前
十
時
十
分

演
習
サ
イ
レ
ン
放
送

勝
浦
町
で
は
、
防
災
の
日

に
演
習
用
緊
急
サ
イ
レ
ン
を

鳴
ら
し
、
訓
練
の
合
図
に
す

る
と
と
も
に
、
防
災
意
識
の

啓
発
を
図
り
ま
す
。
午
前
十

時
に
予
告
放
送
は
い
た
し
ま

す
が
、
火
災
で
は
な
い
の
で

ご
了
解
く
だ
さ
い
。

突
然
襲
っ
て
く
る
災
害
!!

台
風
10
号
が
八
月
八
・
九
日
に
か
け
て
徳
島

県
へ
到
来
し
、
勝
浦
町
を
は
じ
め
全
国
各
地
で

大
き
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
台

風
の
襲
来
の
多
い
季
節
と
な
る
た
め
、
テ
レ
ビ

や
ラ
ジ
オ
で
台
風
の
動
き
に
注
意
し
早
め
の
安

全
対
策
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
今
回
は
、
台

風
対
策
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

特 集

防災対策
防災の日（９月１日）中心に防災週間（８月30日～９月５日）

普段から災害に備えよう

（１）（２）（３）（４）（５）（６）（１）（２）

（３）（４）（５）
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過疎化、少子化が進む本町でも沼江保育所を廃園とすることを余儀なくされる一方で、町民から

は子育てに対する支援の要望が強く、特に遊び場の確保や学習の場を求める声があがっています。

そこで、沼江保育所を一部改築し「勝浦町こどものひろば」と称し、子育て支援のための拠点施

設として新しく皆さんにご活用いただけます。

【
施
設
の
概
要
】

異
年
齢
児
交
流
ス
ペ
ー
ス

旧
遊
戯
室
を
利
用
し
て
、
乳
幼
児
か

ら
中
学
生
ま
で
の
異
年
齢
児
の
子
ど
も

が
遊
べ
る
場
の
提
供

国
際
交
流
異
文
化
体
験
ス
ペ
ー
ス

旧
保
育
室
（
Ｂ
）
を
利
用
し
て
、
英

会
話
を
通
じ
て
国
際
交
流
を
図
る
異
文

化
体
験
や
パ
ソ
コ
ン
教
室
等
の
学
習
の

場
の
提
供

子
育
て
サ
ー
ク
ル
活
動
ス
ペ
ー
ス

旧
保
育
室
（
Ａ
）
を
利
用
し
て
、
乳

幼
児
の
子
育
て
サ
ー
ク
ル
活
動
の
場
の

提
供

【
施
設
の
利
用
方
法
】

場

所

勝
浦
町
大
字
沼
江

（
旧
沼
江
保
育
所
）

利
用
開
始

九
月
六
日

（
休
館
日

水
曜
日
）

利
用
時
間

午
前
九
時
三
十
分
～

午
後
五
時
三
十
分
ま
で

利
用
対
象

町
内
の
乳
幼
児
か
ら
中
学
生

ま
で

注
）
子
ど
も
を
預
け
る
施
設
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
お
間
違
え
の
な
い
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

利

用

料

無
料
で
す

施
設
の
オ
ー
プ
ン
と
併
せ
、
町
民
の
皆

さ
ん
に
広
く
ご
理
解
い
た
だ
き
、
子
ど
も

た
ち
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
次
の

と
お
り
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
予
定
し
て
い
ま

す
。

「
親
子
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

と

き

九
月
二
十
日

内

容
・
お
か
あ
さ
ん
の
散
髪

・
母
親
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
講
座

（
１
Ｄ
Ａ
Ｙ
メ
イ
ク
レ
ッ
ス
ン
）

・
う
な
ぎ
の
つ
か
み
取
り

・
風
船
プ
レ
ゼ
ン
ト

・
き
ぐ
る
み
と
遊
ぼ
う

な
ど

「
小
中
学
生
ベ
イ
ブ
レ
ー
ド
大
会
」

(

十
一
月
中
旬)

「
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
」

（
十
二
月
中
旬
）

「
小
中
高
生
料
理
教
室
」

（
二
月
下
旬
）

な
ど

※
会
場
は
こ
ど
も
の
ひ
ろ
ば
（
同
施
設
）

で
行
い
ま
す
。

※
と
き
・
内
容
等
に
つ
い
て
は
変
更
も
あ

り
ま
す
の
で
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

主

催
勝
浦
町
は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
実
行
委
員
会

★
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
募
集

は
ぐ
く
み
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
に

あ
た
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
団
体
、
個
人
に
限
ら

ず
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

連
絡
先

勝
浦
町
は
ぐ
く
み
ク
ラ
ブ
事
務
局

四
―
二
〇
二
六

★
子
育
て
サ
ー
ク
ル
活
動
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

下
記
の
と
お
り

子
育
て
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
に

伴
い
、
先
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
結
果
、
英
会
話
教
室
開
設
の
希
望
が
多

数
あ
り
ま
し
た
の
で
次
の
と
お
り
受
講
者

を
募
集
し
ま
す
。

（
募
集
案
内
）

開
講
日

十
月
一
日
～

講

師

ロ
ビ
ン
・
ヴ
ァ
ー
ラ
ル

受
講
料

二
千
円
（
四
回
／
月
）

教
室
数

キ
ッ
ズ
（
就
学
前
児
童
）

小
学
校
一
・
二
年
生

小
学
校
三
・
四
年
生

小
学
校
五
・
六
年
生

中
学
生
、
大
人

以
上
の
六
教
室
の
予
定

予
定
人
員

一
教
室
五
～
十
五
人

希
望
者
多
数
の
場
合
は
受
講
で
き
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

開
講
時
間

四
十
分
～
一
時
間

午
後
五
時
以
降
の
予
定

申
込
方
法

各
学
校
を
通
じ
て
申
込
書
を

配
布
お
よ
び
勝
浦
町
福
祉
課
窓
口
に
備

え
付
け
て
い
ま
す
。

子 育てサ ークル の紹介
参加するには…
場 所 勝浦町子育て交流支援センター

(旧沼江保育所)
活動日 毎月第２､ 第４火曜日

午前10時～午前11時30分まで
※９月の第１回目は９日です

対象者
①就学前児童（保護者同伴）
②妊婦さん
０歳から中学生までは夏休み、土日の
イベント参加可能
（小学校低学年はなるべく保護者同伴）

会 費 基本的に無料
(行事時 実費徴収あり)

活動内容 室内外の常備しているおもちゃで遊
ぶ・定期的にイベント、行事あり

おやつ お茶のみ持参、おやつの持ち込みは禁止

参加するにあたっての約束ごと…
１ 宗教･セールス･保険の勧誘はしないこと
２ 悪口を言わないこと
３ 責任を持って自分の子どもをみましょう
４ 準備・後片付けはみんなでしましょう

連絡先 ＮＰＯ法人ライフサポートかつうら
事務局 ４－2003（ ）

こ
の
施
設
は
、
子
育
て
支
援
の

た
め
の
拠
点
施
設
と
し
て
次
の
三

つ
の
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
い
ま
す
。

は
ぐ
く
み
イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内

英
会
話
教
室
受
講
者
募
集

子育て交流支援センターが

９月６日オープン

（１）（２）（３）

（土） （土）
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machikado sanpomichi

喜びの耕治君（写真真ん中）と教室のみなさん

勝浦の柔道教室からも

生
比
奈
ク
ラ
ブ

第
二
十
七
回
県
下
選
抜
岩
脇
大
会
が
、

岩
脇
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
他
で
開
催
さ
れ
、

生
比
奈
ク
ラ
ブ
が
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

生
比
奈
ク
ラ
ブ
は
決
勝
で
岩
脇
リ
バ
ー

ス
タ
ー
ズ
と
対
戦
。
投
手
戦
の
結
果
、
残

念
な
が
ら
一
対
二
で
敗
れ
ま
し
た
。

敢
闘
賞
に
、
決
勝
で
素
晴
ら
し
い
ピ
ッ

チ
ン
グ
を
見
せ
た
大
久
保
智
昭
君
と
、
レ

フ
ト
で
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー
を
見
せ
た
手
島

功
太
君
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

準 優 勝 !

生比奈小学校１年 中山 葵さん

2003年度徳島県同和問題啓発推進強化月間

における同和問題啓発標語ポスターにおいて

生比奈小学校１年生の中山葵さんの作品が最

優秀に選ばれました。

厳しい稽古に負けず頑張った山野耕治君が

この程見事柔道初段に合格しました。現在、

ちびっ子達も後に続けと稽古に励んでいます。

八
月
、
兵
庫
県
の
甲
子
園
球
場
で
開
催

さ
れ
た
第
八
十
五
回
全
国
高
校
野
球
選
手

権
記
念
大
会
に
、
徳
島
県
立
小
松
島
高
校

が
大
会
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

同
校
野
球
部
に
は
、
本
町
出
身
の
坂
口

祐
介
選
手

(

三
渓
・
三
年)
が
主
力
選
手

と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

今
回
の
甲
子
園
で
は
、
惜
し
く
も
準
々

決
勝
に
は
及
び
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
気
迫

あ
ふ
れ
る
プ
レ
ー
は
忘
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

坂
口
選
手
は
、「
皆
さ
ん
応
援
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
は
、
国
体
に
向

け
て
頑
張
り
た
い
で
す
。」
と
語
っ
て
い

ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
活
躍
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

黒帯誕生

坂

口

祐

介

君

甲
子
園
出
場
お
め
で
と
う
!!

2003年度 徳島県同和問題

啓発標語ポスター

最優秀
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まちかど散歩みち

勝浦中学校音楽部

徳島県大会で
金賞を受賞

去る７月24日の全日本合唱コンクール県大会、そして

８月20日のＮＨＫ全国学校音楽コンクール県大会と２つ
のコンクールで金賞を受賞することができました。
今年度は、１年生が19人も入部してくれて部員数も38

人になりました。とてもうれしく、ありがたいことです。
また、「身体は楽器」を合言葉にジョギングや腹筋・背
筋そしてダンスも取り入れて体力づくりをしてきました。

この夏は例年に比べ、涼しい日が多く練習はやりやすかっ
たのですが、練習に慣れていない１年生にとっては厳し
い練習の繰り返しで、本当にみんなでよく頑張ってこれ

ました。
次は、８月28日に「ＮＨＫ全国学校音楽コンクール四

国ブロック大会」が松山市で、そして８月30日には「全

日本合唱コンクール四国大会」が高松市で行われます。

今度は、徳島県の代表としての責任があります。常に
高い志を掲げながら、より深い表現力を求め、残り少な
い練習を楽しんでいける活動をしていきたいと思ってい

ます。
音楽部のことをいつも見守り、協力してくださった保

護者や地域の皆さん、本当にありがとうございました。

最後になりましたが、コンクールで得た力を学校内で
の音楽活動や地域との交流に役立ててまいりたいと思っ
ておりますので、これからもよろしくお願い申し上げま

す。
勝浦中学校 音楽部顧問 丸 與 直 子

あ
り
が
と
う
ロ
ビ
ン

別の国、別の文化に引っ越すと確かに大

変なこともありますが、すごいチャンスも

いっぱいあります。だから、カナダのカル

ガリー市は私の出身でも心は勝浦にありま

す（仕事をみつけたら、町内に残りたいと

思っています）。

私は、勝浦に来たからいろいろな経験が

できました。食べてない食べ物も食べてみ

ました。（納豆は好き、うなぎはだめ）多

数の趣味もしてみました。やめたものも、

続けたいものもありますが、全てが楽しかっ

たです。

学校で生徒を教えたのは初めてでしたが

絶対これからも続けたいと思います。しか

し、一番大切な経験はこの町の人々と出会っ

たことです。毎日自転車で学校に行く私に

何人もが「ロビン、おはよう。」と声をか

けてくれました。小さいことですが、言葉

にならないうれしさを感じました。

勝浦町民の皆さん、それと私の仲間たち

お世話になりました。特に勝中の職員と生

徒達、私のことを助けてくれたり、辛抱強

く色々なことを教えてくれたりしました。

君達のおかげで、三年間毎日「自分の仕事

が大好き」と思うことができました。心か

ら本当にありがとうございました。

３年間の思い出 ロビン・ヴァーラル
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よ
う
こ
そ
ト
ム

勝浦町の皆さん

はじめまして。私

はトーマス・コリ

ンズと申します。

勝浦町の新しいＡ

ＬＴ（外国語指導

助手）です。1979

年５月６日生まれ

で、24歳です。ロ

ンドンに生まれて18歳までそこに住みまし

た。中学校では陸上・バスケットボール・

サッカー・水泳・とクリケットチームの一

員でした。スポーツの中では水泳が特に好

きです。高等学校では文学・歴史と経済学

を勉強しました。また、水泳とバスケット

ボールもしました。水泳で全国３位のチー

ムの一員だったことを誇りにしています。

スコットランドの近くにあるズラムという

町の大学に行きました。４年間哲学の勉強

をして、修士号をとりました。

私の家族は父母、四人の姉さん、また犬

と猫を一匹ずつ飼っています。趣味は水泳・

読書・執筆・旅行とハイキングです。

今年日本語を学びたいのですが、なかな

か難しいです。去年ロンドンで働きました。

そこには16歳以上の生徒達が学びにきてい

ました。勝浦町で英語を教えることのでき

るこの機会を光栄に感じています。

※クリケット…イギリスで盛んな打球技

英
会
話
教
室

受
講
生
募
集

英
会
話
講
座
の
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

講
師
は
新
し
く
勝
浦
中
学
校
で
外
国
語
指
導

助
手
と
し
て
働
く
こ
と
に
な
っ
た
、
ト
ー
マ

ス
さ
ん
で
す
。

受
講
を
希
望
す
る
方
は
、
九
月
十
日

ま

で
に
教
育
委
員
会
（

二
―
二
五
一
五
）
へ

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

開
講
期
間

平
成
十
五
年
九
月
～

平
成
十
六
年
七
月
ま
で

毎
週
水
曜
日

コ

ー

ス

初
級
コ
ー
ス

午
後
七
時
三
十
分
～
八
時
三
十
分
ま
で

中
級
コ
ー
ス

午
後
八
時
四
十
分
～
九
時
四
十
分
ま
で

場

所

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

一
階
研
修
室

募
集
人
数

各
コ
ー
ス
二
十
五
名

（
募
集
人
数
に
達
し
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
。）

対

象

者

町
内
に
在
住
さ
れ
て
い
る
か
、

町
内
で
勤
務
さ
れ
て
い
る
十
五
歳
以
上
の

方
で
、
年
間
を
通
じ
て
受
講
で
き
る
方

（
学
生
の
方
は
受
講
で
き
ま
せ
ん
。）

開

講

式

日

時

平
成
十
五
年
九
月
二
十
四
日

午
後
七
時
三
十
分
～

場

所

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

一
階

研
修
室

第
十
回
徳
島
県
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
軟

式
野
球
大
会
勝
浦
町
予
選
が
、
七
月
二
十
二
日
か
ら
勝
浦

中
学
校
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
八
チ
ー
ム
の
参
加
に
よ
り
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

大
会
の
序
盤
か
ら
好
ゲ
ー
ム
が
相
次
ぎ
ま
し
た
が
、
決

勝
戦
は
、
生
名
対
横
瀬
ク
ラ
ブ
の
対
決
と
な
り
ま
し
た
。

試
合
は
、
一
回
の
裏
に
先
取
点
を
挙
げ
た
生
名
が
そ
の
後

も
得
点
を
重
ね
勝
利
し
、
勝
浦
町
代
表
と
な
り
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優勝 生 名

生

名

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

勝
浦
た
イ
ガ
ー
ス

星

谷

坂

本

山

西

掛

球
友
ク
ラ
ブ

横
瀬
ク
ラ
ブ

チ
ー
ム
役
場

第
10
回

軟
式
野
球
大
会

勝
浦
町
予
選

徳
島
県
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭

勝浦町の皆さんへ トーマス・コリンズ

（水）
（水）
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～
育
て
よ
う

感
謝
の
心

思
い
や
り
の
心

自
立
の
心
～

テ
ー
マ

豊
か
な
心

輝
く
人
生

日

時

平
成
十
五
年
九
月
二
十
四
日

～
九
月
二
十
六
日

午
後
七
時
二
十
分

～
午
後
九
時
四
十
分

会

場
勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

講

師

(

財)

モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
社
会
教
育

講
師

増
田
一
江
、
稲
手
明
仁

参
加
費

二
千
円

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所

生
名

(

花
房
恒
夫
様
方)

二
―
三
九
〇
二
、

二
―
三
一
九
七

※
九
月
二
十
五
日

の
み
、
午
後
八
時
十

分
か
ら
中
学
生
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
が
あ

り
ま
す
。

在
宅
で
生
活
を
継
続
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
オ
レ
ン
ジ
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
介

護
の
方
法
を
お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
。
今

年
も
次
の
と
お
り
開
催
い
た
し
ま
す
。
皆

さ
ま
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

日

時

平
成
十
五
年
九
月
六
日

午
後
一
時
三
十
分
～

午
後
三
時
三
十
分
ま
で

場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

内

容
あ
い
さ
つ
「
ね
た
き
り
に
な
ら
連
」

実
行
委
員
会

石
川
隆
子
先
生

講

演

「
高
齢
者
の
人
生
を
支
え
る
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
―
食
べ
る
、
聞
く

話
す
、
そ
し
て
語
る
こ
と
が
も
た
ら

す
も
の
―

講

師
富
士
医
院
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科

科
長

渡
部
眞
明
先
生

介
護
劇
「
家
に
お
ら
ん
で
パ
ー
ト
８
」

オ
レ
ン
ジ
荘
職
員

入
場
料

無
料

問
い
合
わ
せ
先

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
オ
レ
ン
ジ
荘

二
―
三
七
〇
〇

生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
み

か
ん
の
郷
で
は
、
お
寺
参
り
を
計
画
し
て

い
ま
す
。

毎
月
一
回
お
参
り
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。参

加
者
は
六
十
五
歳
以
上
の
方
を
対
象

と
し
て
お
り
ま
す
。

第
一
回
予
定
日

平
成
十
五
年
十
月
二
十
日

行
き
先

霊
山
寺
・
極
楽
寺

申
込
先
・
問
い
合
わ
せ
先

み
か
ん
の
郷

二
―
三
七
〇
〇

勝
浦
中
学
校
美
術
部
三
年
生
の
皆
さ
ん

の
作
品
展
を
図
書
館
一
階
ロ
ビ
ー
に
お
い

て
次
の
日
程
で
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

期

間
平
成
十
五
年
九
月
二
十
一
日

～

九
月
二
十
九
日

ま
で

イベント
催し物

ア
ー
ト
ワ
ー
ク
ス

勝
浦
中
学
校
美
術
部

三
年
生
に
よ
る

部
活
動
引
退
記
念
作
品
展

総 務 課 ２－２５１１
soumu@town.katsuura .tokushima .jp
議会事務局 ２－２５１３
gikai@town.katsuura .tokushima .j p
住 民 課 ２－１５０１
jyumin@town.katsuura .tokushima .j p
福 祉 課 ２－１５０２
fukusi@town.katsuura.tokushima .j p

税 務 課 ２－１５０３
zeimu@town.katsuura.tokushima .j p
産業振興課 ２－１５０５
sangyo@town.katsuura.tokushima.jp
建 設 課 ２－１５０６
kensetu@town.katsuura .tokushima .jp
教育委員会 ２－２５１５
（夜間 福祉センター）
kyouiku@town.katsuura.tokushima.jp

アア ララ カカ ルル トト報報情情

心
の
生
涯
学
習

セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

第
八
回

ほ
の
ぼ
の

オ
レ
ン
ジ
セ
ミ
ナ
ー

お
寺
巡
り
の
お
知
ら
せ

（月）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）（月）
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勝
浦
町
で
は
、
長
年
に
わ
た
り
地
域
社

会
、
町
の
発
展
に
ご
尽
力
さ
れ
て
こ
ら
れ

た
高
齢
者
の
方
々
に
対
し
て
、
感
謝
と
敬

意
、
ま
た
ご
長
寿
の
お
祝
い
を
目
的
と
し

た
敬
老
行
事
を
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
各
行
事
を
、
次
の
日
程
で
実
施

し
ま
す
。

慶

祝

訪

問

毎
年
、
九
十
五
歳
以
上
の
方
を
対
象
に

ご
長
寿
と
健
康
を
祝
福
す
る
た
め
、
該
当

者
の
ご
自
宅
を
訪
問
し
、
祝
状
・
記
念
品

を
贈
り
ま
す
。

①
該
当
者

訪
問
依
頼
文
書
を
送
付
し
ま

す
。（
本
年
九
月
十
五
日
現
在
で
九
十
五

歳
以
上
の
方
）

②
実
施
日

九
月
二
日

③
会

場

該
当
者
宅
（
施
設
入
所
者
は

各
施
設
を
訪
問
し
ま
す
。）

高
齢
者
の
方
々
に
対
し
て
、
感
謝
と
ご

長
寿
の
お
祝
い
を
目
的
と
し
た
つ
ど
い
を

開
催
し
ま
す
。

該
当
者
全
員
に
敬
老
記
念
品
を
お
贈
り

し
、
今
年
度
、
米
寿
・
喜
寿
を
迎
え
ら
れ

る
方
々
に
は
、
到
達
記
念
品
を
お
贈
り
し

ま
す
。

ま
た
、
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の
推
進
功
労

者
表
彰
も
あ
わ
せ
て
行
い
ま
す
。

①
該
当
者

案
内
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
ま
す
。

今
年
の
該
当
者
は
七
十
三
歳
以
上
の
方

で
す
。（
本
年
九
月
一
日
現
在
で
七
十
三

歳
以
上
の
方
）

②
実
施
日

九
月
十
五
日

③
会

場

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

午
前
十
時

開
会

④
備

考

受
付
は
八
時
か
ら
で
す
。

生
比
奈
保
育
所
児
童
に
よ
る
歌
と
踊
り
は

九
時
四
十
分
か
ら
の
予
定
で
す
。

敬

老

年

金

八
十
歳
以
上
の
方
々
を
対
象
に
、
毎
年

敬
老
の
日
に
支
給
し
ま
す
。

①
該
当
者

本
年
九
月
一
日
現
在
で
八
十

歳
以
上
の
方
で
、
過
去
一
年
間
勝
浦
町

に
住
所
が
あ
る
方
（
転
出
を
一
年
間
さ

れ
て
い
な
い
方
）

②
実
施
日

九
月
十
五
日

敬
老
町
民
の
つ
ど
い
受
付
で
お
渡
し
し

ま
す
。

③
備

考

八
十
～
八
十
九
歳
の
方

五
、〇
〇
〇
円

九
十
歳
以
上
の
方

一
〇
、〇
〇
〇
円

※
九
十
五
歳
以
上
の
方
に
対
し
て
は
、
九
月
二

日
に
予
定
し
て
い
ま
す
慶
祝
訪
問
時
に
お
渡

し
し
ま
す
。

勝
浦
町
で
は
、
毎
年
敬
老
町
民
の
つ
ど

い
を
勝
浦
中
学
校
体
育
館
で
お
こ
な
っ
て

き
ま
し
た
が
、
今
年
は
設
備
の
整
備
さ
れ

た
勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
へ
会

場
を
変
更
し
ま
す
。

ま
た
、
会
場
変
更
に
と
も
な
い
試
験
的

に
送
迎
バ
ス
を
二
台
運
行
し
ま
す
。
運
行

予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

勝
浦
川
北
岸
コ
ー
ス

午
前
七
時
三
〇
分
出
発

①
今
山
ふ
れ
あ
い
交
流
館

②
今
山
銀
杏
の
木

③
黒
岩
中
央
橋
北
詰
め

④
星
谷
四
つ
角

⑤
星
谷
西
尾
さ
ん
宅
前

⑥
第
四
分
団
（
中
山
）
消
防
詰
所
前

↓
会

場

県
道
徳
島
・
上
那
賀
線
コ
ー
ス
①

午
前
八
時
出
発

①
徳
島
バ
ス
石
原
停
留
所

↓（
各
停
留
所
で
停
車
し
ま
す
。）↓

②
横
瀬
停
留
所
↓
会

場

県
道
徳
島
・
上
那
賀
線
コ
ー
ス
②

午
前
八
時
三
〇
分
出
発

①
徳
島
バ
ス
黄
檗
上
停
留
所

↓（
各
停
留
所
で
停
車
し
ま
す
。）↓

②
横
瀬
停
留
所
↓
会

場

今
年
度
の
慶
祝
訪
問
該
当
者

今
年
度
中
に
、
百
歳
に
到
達
さ
れ
る
方

中
山

坪
井
カ
ズ
（
百
歳
）

横
瀬

寺
谷
菊
ヱ
（
九
十
九
歳
）

星
谷

坂
口
キ
ク
ヱ
（
九
十
九
歳
）

久
国

中
西
久
甫
（
九
十
九
歳
）

町
内
在
住
で
、
百
歳
以
上
の
長
寿
の
方

中
角

時
本
ト
ヨ
ノ
（
百
二
歳
）

中
角

柴
田
ヤ
ス
ヱ
（
百
一
歳
）

※
敬
称
略

※
年
齢
・
誕
生
日
順
で
す
。

※
表
中
の
年
齢
は
、
す
べ
て
平
成
十
五
年

九
月
一
日
現
在
の
年
齢
で
す
。

今
年
度
の
敬
老
行
事
の

お
知
ら
せ

第
三
十
四
回

勝
浦
町
敬
老
町
民
の
つ
ど
い

ますますのご健康とご長寿をお祈りします

上
野
ア
サ
ヱ

平
畠
サ
ク
ノ

宮
本
シ
ヅ
コ

杉
山
四
郎

早
川
ヨ
シ
ノ

谷

ヲ
タ
ネ

橋
谷
ト
ミ
ノ

菅
内
コ
イ
ソ

殿
川
キ
ク
ヱ

高
尾
智
惠
子

坂
田
ツ
ヤ
子

丸
田
亀
尾

阿
部
カ
メ
ノ

日
浦
義
雄

中
瀬
英
夫

清
水
ア
サ
ヱ

北
野
ア
ヤ
ノ

岡
タ
カ
ノ

氏

名

坂
本

生
名

坂
本

中
角

棚
野

横
瀬

沼
江

坂
本

棚
野

坂
本

星
谷

山
西

坂
本

坂
本

横
瀬

横
瀬

沼
江

掛
谷

地
区

九
十
五
歳

九
十
五
歳

九
十
六
歳

九
十
六
歳

九
十
六
歳

九
十
六
歳

九
十
六
歳

九
十
六
歳

九
十
七
歳

九
十
七
歳

九
十
七
歳

九
十
七
歳

九
十
七
歳

九
十
七
歳

九
十
七
歳

九
十
七
歳

九
十
八
歳

九
十
八
歳

年
齢

ご長寿おめでとうございます

会
場
変
更
と
送
迎
バ
ス
運
行
の
お
知
ら
せ

注
意帰

り
の
送
迎
バ
ス
は
、
徳
島
バ
ス
の
運

行
時
間
の
関
係
上
、
「
勝
浦
川
北
岸
コ
ー

ス
」、「
県
道
徳
島
・
上
那
賀
線
コ
ー
ス
②
」

（
と
も
に
十
二
時
三
十
分
発
）、
「
県
道
徳

島
・
上
那
賀
線
コ
ー
ス
①
」（
十
三
時
三

十
分
発
）
の
運
行
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
に
よ
る
送
迎
の

た
め
、
で
き
る
だ
け
家
族
の
方
、
近
所
の

方
と
乗
り
合
い
な
ど
で
来
場
し
て
く
だ
さ
い
。

（火）

（月） （月）
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町
営
住
宅
に
空
き
室
が
で
き
ま
し
た
の

で
、
入
居
者
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

申
込
受
付
期
間

平
成
十
五
年
九
月
一
日

～
九
月
十
二
日

ま
で
の
間

入
居
申
込
先

勝
浦
町
住
民
課

二
―
一
五
〇
一

（
所
定
の
用
紙
を
用
意
し
て
い
ま
す
）

募
集
住
宅
名

石
原
住
宅

一
戸
分

木
造
平
屋
建
て

三
Ｄ
Ｋ

共
通
応
募
資
格

町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
を
有
す

る
方
。
ま
た
、
現
在
町
外
で
住
ん
で
い

る
方
で
あ
っ
て
も
入
居
決
定
後
本
町
に

住
所
を
移
し
引
き
続
き
生
活
す
る
方
を

含
む
。

収
入
が
定
め
ら
れ
た
基
準
内
に
あ
る
こ

と
（
入
居
者
全
員
の
所
得
が
月
額
二
十

万
円
以
下
）

家
賃
お
よ
び
敷
金
を
支
払
す
る
能
力
を

有
す
る
こ
と
。

入
居
者
に
は
、
二
人
の
連
帯
保
証
人
が

必
要
で
す
。

犬
猫
等
他
人
に
迷
惑
に
な
る
ペ
ッ
ト
の

飼
育
を
禁
止
し
ま
す
。

家

賃
家
賃
は
入
居
者
全
員
の
所
得
に
よ
り

異
な
り
ま
す
が
、
一
カ
月
一
万
二
千
円

か
ら
二
万
一
千
円
程
度
が
想
定
さ
れ
ま

す
。
ま
た
家
賃
は
毎
年
所
得
に
よ
り
改

正
さ
れ
ま
す
。

敷
金
は
、
入
居
時
の
家
賃
額
の
三
カ

月
分
が
必
要
で
す
。

そ
の
他
、
浄
化
槽
の
管
理
に
関
す
る

費
用
は
入
居
者
負
担
で
す
。

入
居
の
時
期

平
成
十
五
年
十
月
一
日

（
予
定
）

選

考

勝
浦
町
町
営
住
宅
設
置
及
び
管
理
条
例

の
規
定
に
よ
る

募 集町
営
住
宅
入
居
者
募
集

に
つ
い
て

国民年金だより

忘れがちになってしまう
国民年金保険料は…

手続きは……
国民年金保険料の口座振替手続きは、口座

のある金融機関でできます。

次の書類等を金融機関へ持参してください。

◎国民年金納付案内書

…社会保険事務所から

送付があったもの

◎預貯金通帳

◎通帳届出印

出
張
年
金
相
談
所
の

開
設
！

平
成
十
五
年
四
月
か
ら
毎
月
一

回
（
第
二
木
曜
日
）
出
張
年
金
相

談
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

相
談
日
に
は
、
徳
島
南
社
会
保

険
事
務
所
か
ら
係
官
が
二
人
来
町

し
、
年
金
全
般
に
わ
た
る
相
談
に

応
じ
て
く
れ
ま
す
。

国
民
年
金
や
厚
生
年
金
制
度
の

こ
と
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
に

関
す
る
こ
と
な
ど
現
在
年
金
を
受

給
さ
れ
て
い
る
方
、
ま
た
こ
れ
か

ら
請
求
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方
な

ど
、
ど
な
た
で
も
無
料
で
相
談
で

き
ま
す
。

お
気
軽
に
相
談
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

★
日

時

平
成
十
五
年
九
月
十
一
日

午
前
十
時
～
午
後
三
時
ま
で

★
場

所

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

（
一
階
相
談
室
）

★
そ
の
他

年
金
を
受
給
さ
れ
る
前
の
方
は

年
金
手
帳
を
、
年
金
を
受
給
さ
れ

て
い
る
方
は
、
年
金
証
書
を
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

（月）

（水）

（金）

（木）

（１）（２）（３）

（４）（５）
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自
分
た
ち
の
手
で
モ
ミ
ジ
の
苗
木
を
植

え
て
坂
本
の
山
に
愛
知
県
足
助
町
の
香
嵐

渓
を
再
現
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

勝
浦
町
で
は
、
平
成
十
六
年
秋
に
神
山

町
で
行
わ
れ
る
第
二
十
八
回
全
国
育
樹
祭

の
記
念
事
業
と
し
て
、
坂
本
に
「
や
す
ら

ぎ
の
森
」
を
指
定
し
、
植
樹
活
動
を
行
い

ま
す
。

山
や
森
に
興
味
あ
る
方
も
そ
う
で
な
い

方
も
改
め
て
森
林
の
大
切
さ
を
知
る
機
会

に
な
る
と
思
い
ま
す
。
ご
家
族
・
ご
近
所
・

職
場
グ
ル
ー
プ
で
植
樹
活
動
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

内

容

「
や
す
ら
ぎ
の
森
」
記
念
植
樹

日

程

平
成
十
五
年
十
月
二
十
五
日

午
前
八
時
三
十
分
受
付
開
始

集
合
場
所

ふ
れ
あ
い
の
里
さ
か
も
と

勝
浦
郡
勝
浦
町
坂
本

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
産
業
振
興
課

二
―
一
五
〇
五

医
療
機
関
へ
持
参
す
る
も
の

１

健
康
保
険
証

２

乳
幼
児
医
療
費
受
給
者
証

３

乳
幼
児
医
療
費
請
求
書

①
〇
歳
か
ら
三
歳
未
満
の

被
用
者
保
険
の
人

↓
ベ
ー
ジ
ュ
色
（
従
来
ど
お
り
）

②
三
歳
以
上
四
歳
未
満
の

国
民
健
康
保
険
の
人

↓
藤
色
（
十
五
年
九
月
一
日
か
ら
）

③
三
歳
以
上
四
歳
未
満
の

被
用
者
保
険
の
人

↓
桃
色
（
十
五
年
九
月
一
日
か
ら
）

勝
浦
町
福
祉
課
へ
届
け
出
が
必
要
で
す
。

持
参
す
る
も
の
↓
健
康
保
険
証
・
印
鑑

勝
浦
町
福
祉
課
へ
届
け
出
が
必
要
で
す
。

持
参
す
る
も
の

健
康
保
険
証
・
老
人
保
健
受
給
者
証
・

印
鑑

本
町
で
は
地
籍
調
査
を
来
年
度
か
ら
実

施
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
に
先
立
ち
、
地
籍
調
査
の
地
区
説

明
会
を
全
町
を
対
象
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
建
設
課

二
―
一
五
〇
六

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
の
で
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

日

時

平
成
十
五
年
九
月
七
日

午
前
八
時
～
午
前
十
一
時
ま
で

(

雨
天
の
場
合
は
、

九
月
十
四
日

に
延
期)

場

所

勝
浦
町
星
谷
運
動
公
園
駐
車
場

問
い
合
わ
せ
先

勝
浦
町
住
民
課

二
―
一
五
〇
一

ま
た
は

勝
浦
町
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

二
―
四
六
四
九

植
樹
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

募
集
!!

乳
幼
児
医
療
費
に
つ
い
て

お知らせ

地
籍
調
査
に
つ
い
て

老
人
保
健
に
つ
い
て

位 置 図

〈
地
籍
調
査
と
は
〉

国
土
調
査
法
に
基
づ
き
一
筆
ご
と
の
土

地
に
つ
い
て
、
そ
の
所
有
者
、
地
番
お
よ

び
地
目
の
調
査
を
し
て
、
境
界
や
面
積
な

ど
を
測
量
し
ま
す
。
そ
の
結
果
が
、
登
記

所
の
登
記
簿
の
書
き
改
め
や
登
記
所
の
地

図
と
し
て
備
え
付
け
ら
れ
ま
す
。

地
籍
調
査
の
成
果
に
よ
っ
て
不
動
産
登

記
の
精
度
が
高
ま
り
、
そ
の
後
の
土
地
取

引
の
円
滑
化
や
行
政
の
効
率
化
に
役
立
つ

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

九
月
七
日

毎
年
、
六
月
か
ら
九
月
ま
で
の
第
一
日
曜

日
を
全
町
一
斉
清
掃
日
と
定
め
、
環
境
衛
生

の
保
全
、
環
境
美
化
の
向
上
に
ご
協
力
い
た

だ
き
「
清
流
に
緑
映
え

人
輝
く
ま
ち
」
づ

く
り
に
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

今
月
も
九
月
七
日
を
全
町
一
斉
清
掃
日
と

し
て
実
施
し
ま
す
の
で
、
各
地
区
の
区
長
さ

ん
や
保
健
部
長
さ
ん
の
指
示
に
従
っ
て
、
地

区
の
実
情
に
あ
っ
た
方
法
で
一
戸
に
一
人
は

ご
参
加
い
た
だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。 第４回

家
庭
の
粗
大
ゴ
ミ
の

回
収
に
つ
い
て

医
療
機
関
を
受
診
す
る
と
き

健
康
保
険
証
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

健
康
保
険
証
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合

全
町
一
斉
清
掃
日

（土）

（日）

（日）
（日）

●
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日

時

毎
週
水
曜
日

午
前
十
時
～
十
一
時
三
十
分

場

所

生
比
奈
保
育
所
（
リ
ズ
ム
室
・
園
庭
）

二
―
三
〇
七
七

対
象
者

〇
歳
～
五
歳
児

家
庭
で
保
育
さ
れ
て
い
る

子
ど
も
と
保
護
者

育
児
相
談
事
業

育
児
に
関
す
る
こ
と
で
お
悩
み
の
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と

で
も
気
楽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
時
間

平
日

午
前
九
時
～
午
後
四
時

場

所

生
比
奈
保
育
所

内

容

乳
幼
児
に
関
す
る
来
所
相
談

・
電
話
相
談

【
講
演
会
の
お
知
ら
せ
】

九
月
九
日

は
生
比
奈
保
育
所
で
「
こ

れ
か
ら
の
子
育
て
を
考
え
る
」
と
い
う
演

題
で
講
演
会
を
お
こ
な
う
予
定
で
す
。

講
師
は
寒
川
伊
佐
男
先
生
で
す
。
先
生

は
徳
島
文
理
大
学
教
授
・
文
理
大
学
附
属

幼
稚
園
長
な
ど
を
務
め
て
お
り
、
四
国
放

送
「
お
は
よ
う
と
く
し
ま
」
で
育
児
相
談

も
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

わ
ん
ぱ
く
教
室
に
参
加
し
て
い
な
い
人

で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
講
演
会

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

場

所

生
比
奈
保
育
所
リ
ズ
ム
室

時

間

午
前
十
時
～

午
前
十
一
時
三
十
分

徳
島
青
年
司
法
書
士
協
議
会
は
、
県
内

の
司
法
書
士
約
一
七
〇
人
の
う
ち
三
十
五

人
を
会
員
に
擁
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
活

動
や
社
会
問
題
解
決
に
向
け
て
活
動
し
て

い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
多
額
の
債
務
で
悩

ん
で
い
る
方
々
の
た
め
、
毎
年
「
ク
レ
ジ
ッ

ト
・
サ
ラ
金
110
番
」
と
題
し
た
無
料
電
話

相
談
会
を
開
催
し
て
お
り
、
本
年
も
次
の

と
お
り
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

日

時平
成
十
五
年
九
月
六
日

、
七
日

午
前
十
時
～
午
後
四
時

相
談
電
話
番
号

〇
八
八
―
六
二
四
―
四
四
八
五

〇
八
八
―
六
二
四
―
四
四
八
六

※
い
ず
れ
も
臨
時
電
話
で
す
の
で
、
開
催

日
時
以
外
に
は
、
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

問
い
合
わ
せ
先

司
法
書
士

山
口
浩
志

〇
八
八
三
―
七
六
―
五
一
一
六

司
法
書
士

後
藤
明
子

〇
八
八
―
六
五
六
―
〇
二
二
五

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業
か
ら
の
お
知
ら
せ

★
九
月
の
わ
ん
ぱ
く
教
室
予
定

27 日 24 日 17 日 10 日 ３ 日

○

運
動
会

場

所
生
比
奈
小
学
校
屋
外
運
動
場

時

間
九
時
三
十
分
～
十
一
時
三
十
分

※
雨
天
時
は
生
比
奈
小
学
校
屋
内
運
動
場

○

室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る

○

九
月
お
誕
生
会

○
保
育
所
の
お
友
達
と
一
緒
に
運
動
会

の
歌
を
歌
っ
た
り
、
体
操
を
し
よ
う

○

室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る

○
身
近
な
素
材
で
遊
ぶ
も
の
を
作
ろ
う

○

運
動
会
の
歌
や
体
操
を
す
る

○

保
健
師
に
よ
る
身
体
測
定
と
相
談

○

室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る

○

お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ
さ
ん
へ
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
を
作
ろ
う

○

紙
芝
居
・
歌
・
体
操
等
を
す
る

○

厚
生
保
護
女
性
会
来
所

○

室
内
外
で
好
き
な
遊
び
を
す
る

○
小
麦
粉
粘
土
や
水
遊
び
等
で
遊
ぼ
う

○

手
遊
び
・
歌
・
体
操
等
を
保
護
者

の
方
と
一
緒
に
す
る

等

「
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
サ
ラ
金
110
番
」

無
料
電
話
相
談
会
の

開
催
に
つ
い
て

（火）

（土）

（水）（土） （水）（水）（水）

（日）
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か た り あ う ペ ー ジ

私
の
前
に
立
ち
は
だ
か
っ
て
、
本
当

の
あ
な
た
を
隠
し
て
し
ま
う
偏
見
。
そ

れ
は
一
見
、
高
い
壁
の
よ
う
に
見
え
る

け
ど
、
実
は
た
だ
の
白
い
霧
。
私
の
心

が
す
っ
き
り
晴
れ
れ
ば
、
あ
な
た
の
笑

顔
が
見
え
て
く
る
は
ず
。
偏
見
な
ん
て

さ
さ
い
な
も
の
だ
と
気
づ
か
せ
て
く
れ

た
人
が
い
る
。
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て

い
る
あ
の
日
、
あ
の
人
…
…
。

あ
れ
は
小
学
二
年
生
の
夏
、
東
京
へ

旅
行
に
行
っ
た
時
の
こ
と
だ
。
家
族
四

人
で
各
駅
列
車
に
乗
っ
た
。
そ
こ
で
東

京
の
満
員
列
車
に
絶
句
し
た
。
な
に
せ

三
重
の
田
舎
者
に
と
っ
て
み
れ
ば
電
車

に
座
れ
な
い
事
す
ら
オ
ド
ロ
キ
だ
と
い

う
の
に
、
そ
れ
ば
か
り
か
身
動
き
も
で

き
な
い
の
だ
。
こ
れ
は
幼
い
私
に
と
っ

て
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
。
幸

い
、
私
と
弟
は
座
れ
た
の
だ
が
、
そ
の

横
に
い
た
の
は
恐
そ
う
な
兄
さ
ん
だ
っ

た
の
だ

ツ
ン
ツ
ン
に
逆
立
た
せ
た
茶

髪
、
耳
に
ピ
ア
ス
、
ド
ク
ロ
の
絵
の
服

肩
か
ら
ぶ
ら
下
げ
た
ク
サ
リ
…
…
。
今

考
え
て
み
れ
ば
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
だ
と
わ

か
る
が
、
当
時
は
髪
を
染
め
て
ピ
ア
ス

な
ら
、
そ
れ
だ
け
で
白
い
目
で
見
ら
れ

た
の
だ
っ
た
。
だ
か
ら
、
私
の
身
の
回

り
に
そ
う
い
う
人
は
い
な
か
っ
た
の
で

『
さ
す
が
は
東
京
、
都
会
だ
な
』
と
感

心
し
つ
つ
、
横
の
人
は
自
分
達
と
は
懸

け
離
れ
た
悪
い
ヤ
ツ
な
ん
だ
と
思
っ
た
。

偏
見
の
恐
さ
は
伝
染
す
る
所
に
あ
る
。

社
会
の
偏
見
は
幼
い
私
の
心
に
ま
で
浸

透
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。

し
ば
ら
く
す
る
と
、
旅
の
疲
れ
か
ら

か
、
弟
は
眠
っ
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
し
て
な
ん
と
、
そ
の
兄
さ
ん
に
寄
り

掛
か
っ
て
ス
ヤ
ス
ヤ
寝
て
い
る
で
は
な

い
か

こ
れ
は
大
ピ
ン
チ
だ
と
思
っ
た
。

怒
っ
て
怪
獣
の
よ
う
に
暴
れ
回
る
の
で

は
な
い
か
と
。
優
し
さ
の
カ
ケ
ラ
も
な

い
と
思
い
込
ん
で
い
た
か
ら
。
し
か
し

そ
ん
な
心
配
を
よ
そ
に
、
兄
さ
ん
は
涼

し
げ
な
顔
で
弟
を
そ
の
ま
ま
に
さ
せ
て

く
れ
て
い
た
。
そ
し
て
、
弟
の
ノ
ー
天

気
な
寝
顔
を
見
て
、
ニ
コ
リ
と
笑
っ
た
。

そ
の
微
笑
み
は
た
ま
ら
な
く
優
し
か
っ

た
。
私
は
目
を
丸
く
し
た
。
『
エ
ッ
、

う
そ
だ
ぁ
。』
と
た
だ
呆
然
と
す
る
し

か
な
か
っ
た
。
頭
の
中
を
い
ろ
い
ろ
な

思
い
が
グ
ル
グ
ル
回
っ
て
い
た
が
、
そ

の
う
ち
、
や
っ
と
頭
が
整
理
し
て
く
れ

た
。
答
え
は
一
言
、『
い
い
人
な
ん
だ
ー
』。

そ
う
思
う
と
、
心
は
晴
れ
た
。
ゲ
ン
キ

ン
か
も
し
れ
な
い
が
、
急
に
兄
さ
ん
を

近
く
に
感
じ
た
。
時
々
、
兄
さ
ん
の
顔

を
チ
ラ
リ
と
見
て
は
、
ニ
コ
ニ
コ
し
な

が
ら
電
車
に
揺
ら
れ
て
い
た
。
混
ん
だ

車
内
に
長
時
間
い
る
事
は
、
普
段
な
ら

耐
え
切
れ
な
い
が
、
そ
の
日
、
私
は
お

と
な
し
く
座
っ
て
い
た
。
心
の
中
は
幸

せ
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。
弟
も
そ
の
う
ち

に
ム
ク
ッ
と
起
き
て
き
た
。
寝
心
地
良

い
肩
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
、
寝
起
き
の
顔

は
穏
や
か
だ
っ
た
。
急
に
兄
さ
ん
が
ス
ッ

と
立
っ
た
。
そ
し
て
母
を
見
た
。
私
は

小
首
を
か
し
げ
た
が
、
お
母
さ
ん
に
席

を
譲
ろ
う
と
し
て
い
る
の
だ
と
ひ
ら
め

い
た
。
母
は
『
い
い
ん
で
す
か
。』
と

尋
ね
た
。

「
次
の
駅
で
下
り
ま
す
か
ら
。」

そ
の
声
は
し
っ
か
り
し
た
、
ま
た
親
し

み
の
あ
る
声
だ
っ
た
。
私
は
下
か
ら
兄

さ
ん
の
顔
を
覗
い
た
。
そ
の
瞬
間
、
体

中
に
熱
い
炭
酸
水
が
注
ぎ
込
ま
れ
た
よ

う
に
な
っ
た
。
大
嫌
い
だ
っ
た
茶
髪
の

ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
も
、
ピ
ア
ス
も
、
ク
サ

リ
付
き
の
服
も
兄
さ
ん
も
全
て
が
カ
ッ

コ
良
く
見
え
た
。『
こ
の
ま
ま
兄
さ
ん

と
私
た
ち
を
乗
せ
て
、
電
車
が
走
り
続

け
て
く
れ
れ
ば
い
い
の
に
。』
キ
キ
ー
ッ

と
い
う
ブ
レ
ー
キ
の
音
に
、
胸
の
鼓
動

が
早
ま
っ
た
。
『
あ
っ
と
い
う
間
の
お

別
れ
だ
ね
。』
兄
さ
ん
の
後
ろ
姿
に
き
ゅ
ー

ん
と
な
っ
た
。

家
に
帰
る
と
、
真
っ
先
に
座
敷
へ
走
っ

て
い
っ
て
祖
母
に
一
部
始
終
を
話
し
た
。

細
目
を
ネ
コ
の
目
に
し
て
言
っ
た
。

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
人
間
見
た
目
じ
ゃ

な
い
よ
ね
。」

祖
母
は
、

「
そ
う
や
な
。」

そ
う
言
っ
て
、
笑
っ
て
く
れ
た
。

あ
の
時
、
胸
が
つ
ま
っ
て
言
え
な
か
っ

た
。『
あ
り
が
と
う
。』
で
き
る
な
ら
、

風
に
乗
せ
て
伝
え
た
い
。
兄
さ
ん
の
優

し
さ
に
教
え
て
も
ら
っ
た
。
有
り
難
い

お
話
よ
り
ず
っ
と
、
幼
い
私
の
心
に
響

い
た
よ
。
あ
ん
な
に
悪
い
ヤ
ツ
だ
っ
て

思
い
込
ん
で
た
兄
さ
ん
。
な
の
に
意
外

な
一
面
に
触
れ
た
瞬
間
、
好
き
に
な
っ

た
。
自
分
で
も
お
か
し
く
な
る
ほ
ど
調

子
イ
イ
。
で
も
偏
見
っ
て
、
そ
ん
な
も

ん
だ
っ
て
。
一
面
を
取
り
上
げ
て
、
頭

が
勝
手
に
盛
り
上
が
っ
て
る
だ
け
だ
か

ら
、
悩
む
よ
り
見
に
行
っ
て
話
し
て
み

れ
ば
い
い
。
そ
の
時
大
切
な
の
は
、
偏

見
と
で
は
な
く
、
相
手
と
話
す
事
。
き
っ

と
良
い
所
が
あ
る
と
信
じ
る
事
、
だ
と

思
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
自
分
の
妄
想
に

ズ
ッ
コ
ケ
て
し
ま
う
は
ず
だ
か
ら
。

今
、
兄
さ
ん
へ
の
感
謝
の
代
わ
り
に

自
分
に
で
き
る
事
を
見
つ
け
た
。
あ
れ

か
ら
ず
っ
と
、
心
に
閉
ま
っ
て
お
い
た

大
切
な
思
い
出
。
そ
れ
を
み
ん
な
に
話

し
て
い
こ
う
と
思
う
。
兄
さ
ん
が
教
え

て
く
れ
た
事
、
自
分
だ
け
の
宝
に
し
て

お
く
の
は
も
っ
た
い
な
い
か
ら
。
『
偏

見
は
ダ
メ
だ
。』
だ
け
だ
と
き
れ
い
事

に
聞
こ
え
る
。
だ
け
ど
、
真
剣
に
こ
の

話
を
す
れ
ば
、
想
い
は
伝
わ
る
は
ず
。

自
分
を
、
こ
れ
か
ら
出
会
う
人
を
信
じ

た
い
。
そ
し
て
、
大
切
に
し
た
い
。

私
と
あ
な
た
が
出
会
う
の
は
、
夜
空

に
流
れ
星
を
見
つ
け
た
よ
う
な
、
さ
さ

や
か
な
奇
跡
…
…
。

法
務
省
・
全
国
人
権
擁
護
委
員

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
入
賞
作
文
集
か
ら

会えて良かった！
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松
並
武
夫

選

か
つ
う
ら
歌
壇

勝

浦

を

歌

う

若
き
日
に
妻
と
遊
び
し
勝
浦
川
河
鹿
の
声
に
昔
を
偲
ぶ

浜
松
市

日
下
敏
雄

な
つ
か
し
き
稼
勢
山
を
出
て
五
十
年
想
い
を
重
ね
る
夕
焼
け
の
富
士

静
岡
市

上
田
一
男

十
九
の
春
嫁
ぎ
来
し
日
の
板
橋
の
怖
か
り
し
思
い
出
勝
浦
川
に

中
角

岡
本
ハ
ツ
ヱ

猿
が
西
瓜
抱
え
て
山
へ
去い

ぬ
と
い
う
漫
画
の
よ
う
な
勝
浦
の
話

横
瀬

中
田
ヤ
ス
ヱ

降
り
暮
れ
て
ゆ
く
梅
雨
の
野
に
溶
け
入
り
て
円
城
寺
の
鐘
妙
音
寺
の
鐘

中
山

山
下
房
雄

数
多
く
各
地
で
橋
を
渡
れ
ど
も
誇
り
に
思
え
る
横
瀬
橋
の
モ
ダ
ン

横
瀬

林

と
み
え

稼
勢
山
と
真
向
い
て
き
て
五
十
年
季
の
移
ろ
い
に
精
気
も
ら
え
り

坂
本

木
下
茂
子

鶴
山
を
眺
め
暮
ら
し
て
飽
き
も
せ
ず
今
朝
も
墨
絵
の
老
杉
仰
ぐ

棚
野

島

つ
と
む

戸
を
繰
れ
ば
窓
一
ぱ
い
の
稼
勢
山
に
「
お
早
う
」
と
言
い
て
今
日
が
始
ま
る

横
瀬

日
下
克
子

鶴
林
寺
の
仁
王
に
立
て
ば
迫
力
に
押
さ
れ
て
吾
は
後あ

と

退ず

さ
り
す
る

喜
楽
苑

中
瀬
英
夫

せ
せ
ら
ぎ
に
太
古
の
平
和
を
偲
び
つ
つ
イ
グ
ア
ナ
ド
ン
と
森
に
溶
け
込
む

棚
野

田
中
久
子

裏
見
の
滝
の
飛
沫
が
あ
が
る
せ
せ
ら
ぎ
に
ハ
ン
カ
チ
す
す
げ
ば
涼
風
の
吹
く

横
瀬

廣
安
美
枝
子

お
大
師
様
が
呼
び
し
湧
水
鶴
林
寺
へ
登
る
人
ら
の
咽の

喉ど

を
う
る
お
す

生
名

川
田
タ
マ
ヱ

ふ
る
里
の
山
の
姿
は
変
ら
ね
ど
時
の
流
れ
に
蜜
柑
畑
消
ゆ
る

棚
野

北
島
ア
サ
ノ

夏
休
み
友
と
泳
ぎ
し
ゴ
ー
ツ
リ
の
金
石
岩
は
川
の
顔
な
り
し

横
瀬

平
山
美
千
江

結
願
で
体
休
め
る
遍
路
旅
礼
状
書
い
て
る
「
ふ
れ
あ
い
の
里
」

坂
本

平
尾
智
男

勝
浦
川
に
は
瀬
張
り
と
い
う
漁
法
あ
り
「
モ
ジ
」
を
仕
掛
け
て
鮎
を
漁
せ
る

坂
本

山
口
昭
市

声
か
け
て
呼
べ
ば
蛍
は
人
を
恋
い
無
数
に
寄
り
来
る
与
川
内
の
里

立
川

堀

梅
子

移
り
来
て
馴
染
め
ず
悩
み
し
日
も
あ
り
き
い
ま
稼
勢
山
を
仰
ぎ
安
ら
ぐ

棚
野

田
中
茂
子

語
ら
え
ば
皆
童
心
の
か
え
り
来
て
勝
浦
川
に
遊
び
し
友
等

生
名

柳
田
末
子

勝
浦
町
に
入
れ
ば
香
る
み
か
ん
花
帰
省
せ
し
子
は
な
つ
か
し
と
告
ぐ

中
山

溝
内
喜
美
代

せ
せ
ら
ぎ
を
聞
き
つ
つ
佇
む
横
瀬
橋
見
上
ぐ
る
稼
勢
山
は
町
を
見
守
る

沼
江

森
脇
ア
ヤ
子

稼
勢
山
は
横
瀬
冨
士
と
も
言
わ
れ
い
て
四
季
そ
れ
ぞ
れ
の
姿
を
見
せ
る

中
山

栗
城

絹

勝
浦
に
生
ま
れ
育
ち
て
ま
た
嫁
ぎ
福
祉
の
町
に
骨
を
埋
め
ん

横
瀬

桜
木
千
代
子

山
の
道
の
峰
縫
い
下
り
来
て
山
田
の
先
に
村
落
広
が
る

横
瀬

丸
関
朋
子

先
人
が
朝
星
夜
星
耕
せ
し
田
畑
は
荒
れ
ぬ
婆
羅
尾
の
峠

久
国

美
馬
綾
子

勝
浦
の
良
き
と
こ
ろ
を
数
う
れ
ば
山
の
緑
と
川
の
流
れ
と

棚
野

殿
川
早
苗

夕
暮
れ
に
車
止
め
見
る
鮎
釣
り
を
稼
勢
山
仰
ぐ
橋
の
た
も
と
で

西
岡

南

昌
子

暮
れ
な
ず
む
中
山
の
川
に
も
蛍
飛
び
き
れ
い
な
水
に
な
り
し
中
山

中
山

谷
喜
美
代

〈
選
後
に
〉

今
回
の
か
つ
う
ら
歌
壇
は
「
勝
浦
を
歌
う
」
を
テ
ー

マ
に
し
た
と
こ
ろ
、
町
外
や
県
外
か
ら
の
応
募
も
あ
っ

て
二
十
九
人
の
方
々
か
ら
五
十
一
首
の
勝
浦
の
歌
が
寄

せ
ら
れ
た
。
勝
浦
を
テ
ー
マ
に
歌
う
こ
と
に
よ
っ
て
、

い
ま
ひ
と
た
び
「
わ
が
ふ
る
さ
と
勝
浦
」
を
思
う
こ
と

に
な
り
〈
愛
町
心
〉
も
湧
く
こ
と
に
な
ろ
う
。
だ
か
ら

そ
う
し
た
な
つ
か
し
い
歌
に
対
し
て
優
劣
を
つ
け
て
選

評
を
書
く
必
要
も
な
い
の
で
、
応
募
さ
れ
た
全
員
の
各

一
首
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
。

さ
て
い
ち
ば
ん
多
く
歌
わ
れ
て
い
た
の
は
稼
勢
山
で

あ
っ
た
。
山
は
高
い
だ
け
が
名
山
で
は
な
く
、
山
容

（
か
た
ち
）
の
美
し
さ
に
あ
る
。
勝
浦
の
人
た
ち
は
誰

も
稼
勢
山
を
愛
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
勝
浦

川
が
多
か
っ
た
。
新
し
い
横
瀬
橋
に
も
人
気
が
あ
っ
た
。

た
だ
、
い
ま
は
も
う
あ
ま
り
歌
わ
れ
な
く
な
っ
た
も
の

に
「
勝
浦
の
み
か
ん
」
が
あ
る
。
歌
は
時
代
を
映
す
も

の
だ
け
に
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。
い
ま
勝
浦
を
歌
う
こ
と

は
ふ
る
さ
と
を
見
直
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。
よ
っ
て
も

う
一
度
次
回
も
「
勝
浦
を
歌
う
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
い

の
で
、
ま
だ
ま
だ
あ
る
勝
浦
の
姿
を
歌
い
残
し
て
欲
し

い
と
思
う
。
町
内
の
方
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
町
外
の

方
、
と
く
に
県
外
在
住
の
方
々
の
勝
浦
を
思
う
熱
い
心

の
歌
を
お
寄
せ
願
い
た
い
。
「
勝
浦
町
横
瀬

中
田

ヤ
ス
ヱ
」
あ
て
、
ご
応
募
を
お
待
ち
す
る
。
（
松
並
）

締
切
り

十
一
月
一
日

次
回
作
品
募
集

九
月
一
日
締
切
り

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先

横
瀬

中
田
万
里

十
月
五
日
締
切
り

俳
句
一
人
二
句

あ
て
先

生
名

丸
山
香
月
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ククリリーーンン情情報報

９月 ガラスびん収集日程表
収集日 地 区 設 置 場 所

第
１
火
曜
日

（２日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

石 原 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前

山西集会所横の自転車置場付近

農 村 婦 人 の 家

第
２
火
曜
日

（９日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

中 山 集 会 所 前

９

月

13

日

（土）

生 名

久 国

棚 野

〃

〃

立 川

東林庵前（いちょうの木付近）

久 国 集 会 所 前

河川敷のゲートボール場横

大 井 堰 碑 の 前

勝 浦 病 院 前 駐 車 場 横

前田さん宅前ゴミフェンス横

９

月

20

日

（土）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

〃

〃

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 農 協 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

佐野さん宅前ゴミフェンス横

田 村 さ ん 宅 前

久保の内ゴミフェンス横

長福寺前ゴミフェンス横

旧ＪＡ坂本出張所上ゴミフェンス横

９月
収集日 地 区 設 置 場 所

第
１
月
曜
日

（１日）

石 原

沼 江

掛 谷

山 西

中 角

桜 建 設 事 務 所

沼江コミュニティーセンター前

掛 谷 集 会 所 前
ＪＡ生比奈支所保冷庫前

（果 樹 試 験 場 上 り 口）

馬 越 ゴ ミ フ ェ ン ス 横

第
２
月
曜
日

（８日）

今 山

黒 岩

星 谷

中 山

旧今山橋北詰ゴミフェンス横

運 動 場 入 口（小屋の横）

星谷橋北詰ゴミフェンス横

消 防 詰 所 横

９
月
16
日

（火）

生 名

〃

久 国

棚 野

〃

〃

東 林 庵 前

島 さ ん 宅 前

久 国 集 会 所 裏

河川敷のゲートボール場横

パ チ ン コ 店 前 道 路 南 側

大 井 堰 碑 の 前

第

４

月

曜

日

（22日）

横 瀬

〃

〃

〃

〃

〃

与川内

坂 本

〃

横 瀬 集 会 所 前

小倉新平さん宅前三さ路

広 瀬 清 さ ん 宅 東

旧 農 協 跡 地

花 棚 宗 一 さ ん 宅 東

中 田 歯 科 駐 車 場

旧 Ｊ Ａ 与 川 内 事 業 所 前

旧 Ｊ Ａ 坂 本 出 張 所 前

消 防 詰 所 横

古紙の回収にご協力を
ボランティアグループ「勝浦を考える会」

指 定 場 所 勝浦町大字中角・勝浦町農村婦人の家
敷地内リサイクル保管庫
回収日の５日前から指定場所に置けます。
それまでは、ご家庭で保管ください。

古紙の分別方法 段ボール
新 聞 紙

チラシが入っているのは大丈夫です。それ以
外は入れないでください。

古 本
同じ種類の本に分けてください。厚い表紙は
破って段ボールの方へ入れてください。

※段ボール、新聞紙、古本はそれぞれひもで縛ってください。

今月の回収日 ９月６日 午前９時まで●

九
月

三

日

●

九
月
二
十
四
日

※
登
録
し
て
い
る
犬
の
場
合
は
印
鑑
と

鑑
札
が
必
要
で
す
。

【
お
願
い
】

ペ
ッ
ト
は
あ
な
た
の
家
族
で
す
。

責
任
を
も
っ
て
、
最
後
ま
で
面
倒
を

見
ま
し
ょ
う
。

不用犬の
引き取り日

あき缶（アルミ缶殴スチール缶）収集日程表

（水）

（土）

（水）

（１）

（２）

（３）
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（平成15年８月８日現在）

社 名

製 品 カ テ ゴ リ

デスクトップ
パソコン本体

ノートブック
パソコン

ＣＲＴ
ディスプレイ

ＣＲＴディス
プレイ一体型
パソコン

ＬＣＤ
ディスプレイ

ＬＣＤディス
プレイ一体型
パソコン

日本電気㈱ 3,000円 3,000円 4,000円 4,000円 3,000円 3,000円

富士通㈱ 3,000円 3,000円 4,000円 4,000円 3,000円 3,000円

㈱東芝 3,000円 3,000円 4,000円 4,000円 3,000円 3,000円

ソニー㈱ 3,000円 3,000円 4,000円 4,000円 3,000円 3,000円

㈱日立製作所 3,000円 3,000円 4,000円 4,000円 3,000円 3,000円

日本アイ・ビー・エム㈱ 3,000円 3,000円 4,000円 4,000円 3,000円 3,000円

松下電器産業㈱ 3,000円 3,000円 4,000円 4,000円 3,000円 3,000円

アイシーエム
カスタマーサービス㈱ 3,000円 3,000円 4,000円 4,000円 3,000円 3,000円

デルコンピュータ㈱ 3,000円 3,000円 4,000円 該当なし 3,000円 該当なし
三菱電機インフォメーション
テクノロジー㈱

3,000円 3,000円 4,000円 4,000円 3,000円 3,000円

ＮＥＣ三菱電機ビジュアル
システムズ㈱

― ― 4,000円 ― 3,000円 ―

シャープ㈱ 3,000円 3,000円 4,000円 4,000円 3,000円 3,000円

㈱ソーテック 3,000円 3,000円 4,000円 4,000円 3,000円 3,000円

㈱イーヤマ 3,000円 3,000円 4,000円 4,000円 3,000円 3,000円

セイコーエプソン㈱
エプソン販売㈱
エプソンダイレクト㈱

3,000円 3,000円 4,000円 4,000円 3,000円 3,000円

㈱ナナオ ― ― 4,000円 ― 3,000円 ―

カシオ計算機㈱ 3,000円 3,000円 4,000円 4,000円 3,000円 3,000円

アップルコンピュータ㈱ 3,000円 3,000円 4,000円 4,000円 3,000円 3,000円

※消費税別、１台あたり

ぎこちない手つきにも真剣そのもの

教材に工夫を凝らし説明する栄養士

家庭系パソコンの回収再資源化料金一覧

広報８月号でお知らせしましたとおり、10月１日からリサイクル料金が必要となります。

８月６日、子どもの健康づくりを目

的に、小学校・保護者・行政が連携を

図り親子健康教室を実施し、子ども９
人、保護者８人の計17人の参加があり

ました。栄養士・養護教諭・食生活改

善推進員・保健師等が役割分担し、話
や実習のなかから健康や栄養の大切さ

について考える機会となりました。

教室の内容

〇受付、計測
（養護教諭と保健師で）

〇親子で調理実習・講義
“規則正しい食事やおやつ”
について
（栄養士と食生活改善推進員）

〇保護者と話し合い
（栄養士、保健師）

〇健康〇×クイズ
（養護教諭と子どもたち）

アンケートや話し合いの中から

●食事は忙しくても作るよう心がけたい。
●好き嫌いをなくしていこうと思う。
●子どもと一緒に料理をする機会を増
やしたい。

●手抜きになってしまいがちな料理で
あるため、話を聞いて反省した。

●話し合いの場が（共通話題で）楽し
かった。

親子健康教室を終えて

食べ物が豊富な今日、食べたいもの
が容易に食べられる反面、生活リズム
の乱れや運動不足等で、子どもの頃か
ら生活習慣病になりやすい環境にあり
ます。
そのため、子供たちが健全に育成さ

れるためには、早期から運動や食生活
などの生活習慣を見直し、家庭が中心
となって取り組み、解決しなければな
らない問題だと思います。
今後も関係機関のご支援をお願いし

ます。

その他のメーカーについては、現在料金を検討中です。情報が入りしだい提供したいと思います。
問い合わせ先 勝浦町住民課 ２－1501

親子健康教室を終えて
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国保と医療費

検査項目

内科診察 血圧測定、身体測定

外科診察 甲状腺、乳ガン検診

尿 検 査 蛋白、糖、ウロビリノーゲン、潜血

便 検 査 ヒトヘモグロビン

血液検査 赤血球数、白血球数、血色素数、血小板数、ヘマトクリット値、ＧＰＴ、ＧＯＴ、

ＡＬＰ、ＬＤＨ、ｒ‐ＧＰＴ、ＺＴＴ、Ｔ‐ＢｉＬ、ＬＡＰ、ＴＰ、蛋白分画、

Ｔ‐ＣＨＯ、ＴＧ、ＢＵＮ、ＵＡ、Ｎａ、Ｃ１、Ｋ、クレアチニン、血糖、

ＨＢＳ抗原、ＨＤＬコレステロール、ＨＣＶ抗体Ⅲ

Ｘ線および超音波検査 胸部単純撮影、胃・十二指腸造影撮影、腹部超音波

心臓検査 心 電 図

費 用 36,000円（自己負担 5,400円・補助金額 30,600円）

医療機関 国民健康保険勝浦病院

期 間 平成15年９月18日から10月28日までの病院指定日

募集人数 30人（申し込み順とします）

人
間
ド
ッ
ク

脳
ド
ッ
ク

検査項目 神経学的検査、高次脳機能、血小板凝集脳検査、聴力検査、ＭＲＩ(脳の断面図)、

ＭＲＩ(脳血管の画像診断)、頚部頚動脈

費 用 40,950円（自己負担 6,100円・補助金額 34、850円）

医療機関 阿南共栄病院

期 間 平成15年９月25日から平成16年１月７日までの病院指定日

募集人数 30人（申し込み順とします）

勝浦町国民健康保険に加入している方で年齢が40歳から69歳までの方

および前期高齢受給者の方。ただし、老人保健法による医療受給証の

交付を受けられている方は対象になりません。

国民健康保険被保険者証、印鑑をご持参のうえ、勝浦町税務課

へお申し込みください。

定数になりしだい締め切ります。

※詳しくは勝浦町税務課国保係〈 ２-1503〉までお問い合わせください。

対 象 者

申込方法

申 込
締め切り日

成人病

検 診

人間ドック 脳ドック
を

受けてみませんか
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の保健行事 〈問い合わせ先 勝浦町福祉課保健師へ 2-1502〉

み ん な の 健 康

日 曜 内 容 受 付 時 間 場 所 対 象 者 持参するもの等

４ 木
健 康 相 談 ９:30～10:30

棚野 集 会所 住 民 健 康 手 帳
介 護 教 室 10:30～11:30

５ 金 ３ 歳 児 健 康 診 査 13:00
農村環境改善
セ ン タ ー

平成12年３月１日～６月
30日までに生まれた子

問 診 票
母子健康手帳

９ 火 介 護 教 室 19:00～20:00 星谷 集 会所 住 民

10 水
骨粗鬆症予防教室・健康相談 ９:30～14:00

掛谷 集 会所 住 民 健 康 手 帳
運 動 教 室 14:00～15:00

11 木 成 人 歯 科 健 診 13:30～15:30 生名センター 住 民（要予約） 問 診 票

12 金 デ ィ ・ ケ ア 10:00～ ふれあいの里
さ か も と 会 員

18 木 生活習慣病予防教室・健康相談 ９:30～14:00 中角 集 会所 住 民 健 康 手 帳

19 金 １ 歳 児 健 康 診 査 13:30～14:30 農村環境改善
セ ン タ ー

平成14年５月１日～10月
31日までに生まれた子

母子健康手帳

24 水 生活習慣病予防教室・健康相談 ９:30～14:00 勝 浦 会 館 住 民 健 康 手 帳

25 木 骨粗鬆症予防教室・健康相談 ９:30～14:00 久国 集 会所 住 民 健 康 手 帳

26 金

健 康 相 談 13:30～14:10
沼江コミュニ
ティセンター 住 民 健 康 手 帳介 護 教 室 14:10～15:00

運 動 教 室 15:00～16:00

30 火 股 関 節 脱 臼 検 診 13:00 勝 浦 病 院 平成15年５月１日～８月
31日までに生まれた子 母子健康手帳

～基本健診・婦人がん検診・
骨粗鬆症検診を
まだ受診していない人へ～

健診項目

平成15年4月から現在までに、総合健診、人間ドッ

ク、職場健診等で、基本健診、婦人がん検診を受けて

いない人を対象に、下記医療機関で委託による検診を

次のとおり実施します。受診を希望される人は、勝浦

町福祉課（ ２－1502）保健師までお申し込みください。

期 間 ９月１日 ～12月19日

実施医療機関

健 診 項 目 対 象 健 診 料 内 容

基本健診 40歳以上 500円

身体測定、血圧、検尿、
心電図検査、血液検査
（コレステロール、中
性脂肪、肝機能、腎機
能、貧血、血糖）、診察

肝炎ウイルス検診

①平成16年３月31日ま
でに、40歳、45歳、50
歳、55歳、60歳、65
歳、70歳を迎える人。

②過去に肝機能異常を
指摘されたことがあ
る人等。

1,200円

血液検査により、Ｃ型
肝炎、Ｂ型肝炎の感染
について調べる。

子宮がん（頚部） 30歳以上の女性 1,700円 問診、細胞診

乳がん 30歳以上の女性 700円 問診、視診、触診

骨粗鬆症検診 40歳・50歳の女性 500円 骨密度測定

※ただし、満70歳以上の人、生活保護世帯、市町村民税非課税世帯の人は無料です。
医療機関窓口でお申し出ください。（ただし、骨粗鬆症検診は必要。）

医
療
機
関
名

山西医院
勝浦病院

（内 科）（外 科）

検
診
の
種
類

基本健診
子宮がん
検診

基本健診
乳がん検診
骨粗鬆症
検診

曜

日
月～土 月～金 火・木

受
付
時
間

9：00～
11：30

14：00～
16：00

14：00～
16：00

医療機関健診について

（月） （金）
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定期予防接種の実施について

麻しん・風しん・３種混合（百日咳・ジフテリア・破傷風）・２種混合（ジフ

テリア・破傷風）の予防接種を町内医療機関において下記のとおり実施します。

※なお、風しんの予防接種の経過措置（昭和54年４月２日から昭和62年10月1日

までに生まれた者）について実施するのは平成15年９月30日までの期間です。

麻 し ん 風 し ん ３ 種 混 合
（百日咳･ジフテリア･破傷風）

２ 種 混 合
（ジフテリア･破傷風）

病

状

麻しんウイルスの飛沫
感染によって起こる病気
で、発熱、発疹を主症状
として合併症として気管
支炎や中耳炎、脳炎を起
こすことがあります。

風しんウイルスの飛沫
感染で起こり、発疹、発
熱などを主症状とし、３
日位で治りますが、合併
症を伴うと重症化するこ
とがあります。

百日咳・ジフテリアは
飛沫感染でおこり、破傷
風は傷口から菌が体内へ
入り起こる病気で、重症
化することがあります。

ジフテリアは飛沫感染
でおこり、破傷風は傷口
から菌が体内へ入り起こ
る病気で、重症化するこ
とがあります。

対
象
年
齢
（
定
期
）

１回接種
生後12～90月未満

１回接種
・生後12～90月未満
・経過措置については
平成15年９月30日まで
の間（昭和54年４月２
日～昭和62年10月１日
までの間に生まれた14
歳以上の者）

１期初回……３回接種
生後３月～90月未満

１期追加……１回接種
生後３月～90月未満

ただし、１期追加接
種は１期初回接種３
回終了後６か月以上
の間隔をおいて接種

11・12歳
（11歳で受けるのが望ま
しい）
百日咳・ジフテリア・破
傷風３種混合の２期とし
て１回接種

料 金 無 料

期 間 平成15年９月１日～平成16年１月末日

医 療
機 関 山 西 医 院・勝 浦 病 院

問い合わせ先

勝浦町
福祉課 保健師
２－１５０２

配布していますパンフレット・予防接種説明書・予防接種ガ

イドブック・予防接種券等を確認のうえ、定期接種内に受けま

しょう。

※委託期間以外や対象年齢以外の任意接種となった場合は、

次の料金が自己負担となります。

・１回につき 麻 し ん 6,000円、風 し ん 6,000円

３種混合 5,500円、２種混合 4,500円

※接種を受ける場合は予約が必要ですので、あらかじめ医療

機関へお申し込みください。

保健だより
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子
ど
も
映
画
会

十
三
日

午
後
二
時
～

二
階
視
聴
覚
室

民
話
を
語
り
継
ぐ
会

二
十
日

午
後
二
時
～

図
書
館
幼
児
室

お
は
な
し
会
（
紙
芝
居
）

二
十
八
日

午
後
二
時
～

図
書
館
幼
児
室

県
立
図
書
館
協
力
巡
回
日

三
日
・
十
日
・
十
七
日

二
十
四
日

休

館

日

一
日
・
八
日
・
十
五
日

二
十
二
日
・
二
十
九
日

三
十
日

※
図
書
館
が
閉
ま
っ
て
い
る
時
の
返

却
本
は
玄
関
横
の
ブ
ッ
ク
ポ
ス
ト

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

講 師 増井 博 先生

期 日 ９月16日
時 間 午前10時～
場 所 勝浦町図書館

２階視聴覚室

講 演 会

図書館視聴覚室において、

読書振興協議会主催の恒例講

演会を、会長の増井先生に講

師をお願いして開催致します。

皆さんお誘い合わせのうえ、

多数ご参加くださるようお待

ち致しております。

図書館

だより

（土）
（日）

（火）

（土）
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７
月
16
日
～
８
月
15
日

（
敬
称
略
）

ご
結
婚
お
め
で
と
う

大
字
中
角
字
つ
い
口

岡
本
昌
士

（
那
賀
郡
那
賀
川
町

菱
本
絵
里

◆
お
誕
生
お
め
で
と
う

筒
井
幹
也

二
男

大
字
三
溪

）

字
定
岡

千
恵

真し
ん

一い
ち

村
上
友
哉

長
男

大
字
棚
野

）

字
高
階

希
望

颯
は
や
て

北
島
孝
則

二
男

大
字
沼
江

）

字
一
楽

由
紀

拓た
く

光み

石
田
早
人

長
男

大
字
沼
江

）

字
北
谷

史
恵

絢
し
ゅ
ん

也や

橋
本
洋
一

長
男

大
字
三
溪

）

字
定
岡

小
百
合

光
ひ
か
る

引
地

稔

長
男

大
字
三
溪

）

字
小
川

千
晶

ひ
か
る

お
く
や
み
申
し
ま
す

大
字
沼
江
字
黒
岩

西
野
清
一（
68
歳
）

大
字
棚
野
字
都
井
谷

白
樫
弘
文（
78
歳
）

大
字
三
溪
字
古
川

森
野
朝
子（
55
歳
）

大
字
星
谷
字
山
下

宮
本
元
子（
87
歳
）

大
字
三
溪
字
平

柿
原

昇（
75
歳
）

大
字
三
溪
字
平

寺
川
シ
ゲ
ミ（
65
歳
）

善

意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

７
月
16
日
～
８
月
15
日

柿
原
俊
藏
さ
ん
（
中
山
）

鶴
本
秋
夫
さ
ん
（
生
名
）

以
上
の
方
か
ら
善
意
銀
行
に
善
意

が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

９月１日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

９月３日 山 西 医 院 ２－３０２７

９月５日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

９月７日 湯 浅 医 院 ２－２００３

９月９日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

９月11日 上勝町診療所 ４－５０１０

９月13日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

９月15日 山 西 医 院 ２－３０２７

９月17日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

９月19日 湯 浅 医 院 ２－２００３

９月21日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

９月23日 上勝町診療所 ４－５０１０

９月25日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

９月27日 山 西 医 院 ２－３０２７

９月29日 勝 浦 病 院 ２－２５５５

平日 午後６時～翌朝午前９時
休日 午後７時～翌朝午前９時

夜間救急当番表

教室名 実 施 日 時 間

陶 芸
４ 11 18 25

午後７:30～９:30
木 木 木 木

踊 り
11 18 25 11日は午前

18日・25日は午後木 木 木

歌 謡
２ ９ 16 30

午後７:30～９:30
火 火 火 火

生け花
５ 22

午後７:30～９:30
金 月

大正琴
４ 11 19 木曜日は午後１:00～３:00

金曜日は午後７:00～９:00木 木 金

習 字
５ 12 19 26

午後７:00～９:00
金 金 金 金

◎大正琴は初心者コースもあります。

近隣地域との交流事業として、今月も
各種講座を次のとおり開講いたします。

９月交流講座ご案内

日 時 ９月25日 午前10時～午後４時
（受付時間 午後３時まで）

場 所 小松島中央会館 小松島市松島町5-6
08853- 2-2030

相談員 久次米 憲二
問い合わせ先 交通事故相談所 徳島県庁１階

088 -621 -3200

※お気軽にご相談ください。

心配ごと相談

● 日時 ９月５日 ９月12日

９月19日 ９月26日

● 時間 午後１時～午後４時30分

● 内容 人権・行政・厚生・福祉

● 場所 勝浦町住民福祉センター１階

平日でも受付しておりますので、お気軽に

お問い合わせください。（ ２－4652）

９ 月

戸籍の

窓

編

集

後

記

祝
日
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
密
着

し
た
事
柄
を
含
ん
で
い
ま
す
。

九
月
十
五
日
は
、
敬
老
の
日
で
お

年
寄
り
を
敬
う
日
。
九
月
二
十
三
日

秋
分
の
日
に
は
お
墓
参
り
に
行
く
習

慣
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
日
頃
忙
し
い
私
た
ち
は

最
近
そ
う
い
っ
た
意
味
を
忘
れ
が
ち

に
な
っ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。

一
年
に
一
度
し
か
な
い
そ
の
日
に

少
し
で
も
目
を
向
け
る
ゆ
と
り
が
欲

し
い
も
の
で
す
。

交通事故相談日

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（金）

（木）

（金）

（金）

（金）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）




